
社会福祉法人

鳥取こども学園

法人事業説明会

平成２７年６月２７日（土）

１３時 か ら １７時 ま で



社会福祉法人鳥取こども学園法人事業説明会次第

１ 日 時 平成２７年６月２７日(土） １３時から１７時まで

２ 場 所 鳥取こども学園 教育棟研修室

３ 日 程

進 行 法 人 理 事 西 井 啓 二

１３：００ 開 会 あいさつ 法 人 理 事 田中佳代子

１３：０５ オリエンテーション 法人人事担当 吉 田 裕 治

１３：１０ 法人の概要説明 法 人 理 事 西 井 啓 二

１３：４０ 鳥取こども学園 副 園 長 吉 田 裕 治

１４：００ 鳥取こども学園乳児部 院 長 田中佳代子

１４：２０ 鳥取こども学園希望館 保 育 士 山 本 詩 織

１４：４０ 鳥取みどり園

１５：００ 鳥取フレンド・鳥取スマイル 寮 長 田 村 崇

１５：２０ とっとり・よなご若者サポートステーション

チャレンジ体験コーディネーター 山 根 潤 子

１５：４０ 給与、人材育成、福利厚生等に係る説明

法人人事担当 吉 田 裕 治

１６：００ 就職相談会・施設見学

解 散

４ 参加者の皆様へ

（１）各事業所の説明は、時間・順番が変更となる場合があります。

（２）質問は、各事業所の説明が終了後に承ります。

（３）施設見学は、自由参加です。

（４）分からないことがありましたら、最寄りの法人職員にお尋ねください。

５ 今後の採用予定

平成２８年４月１日付 採用職員

採用試験：平成２７年９月１９日（土） 午前１０時から（予定）

応募期間：平成２７年８月１９日（火）から９月１０日（予定）

採用予定：保育士・児童指導員・心理療法担当職員・その他（予定）

試験内容：書類選考・適性試験・面接試験（予定）
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２０１５年度法人活動事業説明会資料
平成２７年６月２７日

鳥取こども学園事 業 所 名

児童養護施設（児童福祉法第４１条）根拠法令等

鳥取市立川町５丁目４１７番地所 在 地

１９４８（昭和２３）年１月１日開設年月日

５８名（本園４０名、地域小規模児童養護施設６名×３カ所）入 所 定 員

施 設 （ 事 業 所 ） の 特 色 並 び に 事 業 概 要

本園は１ブロック（男子ホーム１、女子ホーム１）を基本とする３ブロック体制に加え、一
時保護、子育て短期利用事業などの短期利用者専用のホームがある。各ホーム６～７人の入
所児童に３～４人のケア職員を配置。地域小規模児童養護施設は男子ホーム１カ所、女子ホ
ーム２カ所が市内に点在しており、各６名の定員で３人のケア職員と食事作り等を職務とす
るパート支援員を配置している。入所者の年齢はおおよそ２才～１９才で、子ども達は地域
の幼稚園・小中学校・高校等に通っている。

子どもの入所理由は保護者の虐待・経済的困難・精神疾患・養育能力の欠如等様々な要因
が複雑に絡み合っている。このような中で、子どもの思いに寄り添い、また「共に育ててい
く」ことを念頭に保護者に寄り添いながら、子どもを中心にケアを進める。

職 種 職員数 職 種 職員数 業 務 内 容

園長 １ 園長代行 １

副園長 １

看護師 １ セラピスト １

児童指導員 ９ 保育士 ２２

個別対応職員 １ 職業指導員 １

１ １家庭支援専門相談員 里親支援専門相談員

事務員 ２ 栄養士 １

支援員 ５ 調理員等 ４

御参加の皆様へのメッセージ

児童養護施設は、全国に約６００施設、鳥取県内には５施設あります。
鳥取こども学園は、法人理念「愛」を基軸に子ども一人ひとりを尊重し、生活を大切にす

る小舎制で運営されています。児童憲章「児童は、人として尊ばれる。児童は、社会の一員
として重んぜられる。児童は、よい環境のなかで育てられる 、全国児童養護施設協議会倫。」
理要領に則り、全ての職員が一体となって「子どもの最善の利益」に適った養育が行われる
よう日々努めています。
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２０１５年度法人活動事業説明会資料
平成２７年６月２７日

鳥取こども学園乳児部事 業 所 名

乳児院（児童福祉法第３７条）根拠法令等

鳥取市立川町５丁目４１７番地所 在 地

２００６（平成１８年）年１０月１日開設年月日

入所：１５人（小規模グループケア５人×３ホーム）入 所 定 員

施 設 （ 事 業 所 ） の 特 色

（ ） 、 （ ）０～６才 通常は０～３才 の子どもが ５名ずつ家庭的養育を目指しての環境 ホーム
で生活し、職員と一緒に食事や入浴をしています。親子愛着センター的役割を担い、保護者
支援に力を注ぐとともに、養育支援のなかで育まれる愛着形成も重視して支援しています。

夜間の授乳やおしめ交換などのため、勤務は早出・遅出・夜勤・明けが基本です。
病虚弱児や障害を抱えた乳幼児の支援も関係機関と連携を取りながら行っています。

事 業 内 容

・乳幼児の生命の保障といろいろな生活体験を通じての健全な発育・発達支援
健診・予防接種・健康観察・通院・入院付き添い等
遊びを通じての発育・発達保障

・愛着形成と豊かな情緒育成の支援、自我形成への寄り添い
・保護者支援
・関係機関との連携による支援体制の共有と強化
・短期預かり（ショート・トワイライト・一時保護）の受け入れ）

職種 職員数 業 務 内 容

看護師 ４ 入所乳幼児の養育支援

保育士 １８ 入所乳幼児の養育支援

セラピスト １

１ 保護者支援家庭支援専門相談員

１ 里親支援と入所児童の里親委託支援里親支援専門相談員

事務員 １

支援員 ２ 家事業務の補佐

調理員 ４ （保育士兼務の方３名含む）

乳児院は全国に ケ所ありますが、当院のように全面的に家庭的支援を行っている施設は133
全国でもまだ多くありません。目覚ましい成長を見せる乳幼児期は、発育・発達の個人差も
大きく、個別的支援が求められます。少人数と言えども集団養育のなかで個を尊重する支援
を基本姿勢として支援しています。様々な保護者の方がおられますが、子どもの親として尊
び、寄り添い続けることによって親子の愛着形成支援に努め家庭復帰に つなげます。移行を
伴う施設として、措置変更が子どもに喪失体験とならない支援に努めています。

4



２０１５年度法人活動事業説明会資料

平成２７年６月２７日

鳥取こども学園希望館事 業 所 名

情緒障害児短期治療施設（児童福祉法第４３条の２）根拠法令等

鳥取市立川町５丁目４１７番地所 在 地

１９９４（平成６年）年４月１日開設年月日

入所：３０人（小規模グループケア６人×５ホーム 、通所：１５人入 所 定 員 ）

施 設 （ 事 業 所 ） の 特 色

全国に 施設ある情緒障害児短期治療施設のほとんどが、大舎制と呼ばれる集団での支援をしています42

が、希望館は小舎制といい、 グループが 人程度の小集団を、 ～ 人のケア職員で支援をしています。1 6 3 4

子どもたちが自分の課題に気付き、成長していく過程において 「養育」は重要であると考え、特定の大人、

が家庭的な小規模のグループで養育することを基本としています。私たちは、その小規模グループを「ホー

ム」と呼んでいます。現在は、男子ブロック ホーム、女子ブロック ホームの体制に加え、この 月から2 2 6

男女混合のホームを開設し、 ホーム体制になっています。5

事 業 内 容

情緒的な不調状態（被虐待、不登校など）のある児童が、入所又は通所のいずれかで利用します。情緒的

不調の癒やしと心身の健康の回復をめざし、退所した後も相談その他の援助を行います。

また、敷地内に公立の小学校特別支援分教室、中学校の特別支援分校が設置されており、子どもの状態に

応じて市教育委員会の教育支援委員会・入級に関する専門委員会で学校（級）籍が決定されます。

職種 職員数 業 務 内 容

児童指導員 入所児童の支援（自立、学習、生活）9

保育士 同上12

セラピスト 心理治療5

医師 定期診察、 服薬調整1

看護師 児童の健康状態の把握、診察調整1

栄養士 栄養管理1

調理員 調理3

支援員 環境調整2

事務員 経理1

ご参加の皆様へのメッセージ

子どもたちの育ちには 「生活」の基盤が不可欠です。子どもたちと大人（職員）が協力し、力を合わせ、

て子どもたち自身の育つ力を支えるのが「希望館」です。様々な事情を抱えた子どもたちとの生活は、辛い

、 。 、こともありますが それだけに子どもたちの成長の喜びは大きなものとなります 職員は常に情報を共有し

チームとなって互いを支え合い助け合う風土が根付いています。次の世代を担う元気なパワーを必要として

います。
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２０１５年度法人活動事業説明会資料
平成２７年６月２７日

事 業 所 名 鳥取みどり園

種 別 保育所

所 在 地 鳥取市立川町５丁目４１７

開設年月日 １９５１年（昭和２６年）４月１日

入 所 定 員 １６０名

施 設 （ 事 業 所 ） の 特 色 ・ 事 業 内 容

保育所「鳥取みどり園」は昭和２６年４月に創立され、今年で６４年目になります。今年度

からスタートした子ども・子育て支援制度のもと保育所は「特定教育・保育施設」として鳥取

市の確認を受けています。利用定員は３歳以上児９０名、３歳未満児中１．２歳児は５５名、

０歳児は１５名の定員です。各年齢ごとのクラス分けで３歳未満児３クラス、３．４．５歳児

は４クラスの構成としています。対象者は「保育の必要な事由」に該当し保育所等で保育を希

望する乳幼児です。鳥取市が利用者の斡旋、調整、利用料の決定をします。

職種 職員数 業 務 内 容

園長 １

副園長 １

主任保育士 ２

保育士 ２６

栄養士 １

調理員 ３

看護師 １

事務員 １

嘱託医 ２

ご参加の皆様へのメッセージ

時代とともに家族のありかたや、就労形態が変化する中、保育園で過ごす時間が長くなって

いる子どもたちが増えてきました。幼い子どもたちにとって、長時間過ごす保育園が居心地の

良い、安全で安心して過ごせる場所となるようにと取り組んでいます。幼い子どもたちは「遊

び」で心身ともに成長します。いつの時代も子どもたちは砂あそび、泥んこ遊び、虫探し、鬼

ごっこ、滑り台、などを楽しみ元気いっぱい遊んできました。園では子どもたちの遊びたいと

いう心を満足させ、益々遊びたい方向に導き、満足感、達成感を感じると共に「できた」とい

う自信を培うのが職員の役割と信じています。また、園ではキリスト教保育を進め大切な乳幼

児期の人格形成を培っています。平成９年に併設した、わくわく子育て支援センターでは、未

就園の乳幼児と保護者の方が利用され、ふれあいの場、情報交換や子育て指導の場となってい

ます。虐待予防の場として、また子育ての応援団と位置づけをしています。保育士として、子

どもたちと元気よく遊びを創造できる若いパワーのある方、またチームワークの力を大切にで

きる方、保護者と子育てを共感できる方を望んでいます。
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２０１５年度法人活動事業説明会資料
平成２７年６月２７日

事 業 所 名 自立援助ホーム 鳥取フレンド・鳥取スマイル

根拠法令等 児童自立生活援助事業（第 2 種社会福祉事業）

所 在 地
鳥取フレンド…鳥取市西町 2 丁目 103

鳥取スマイル…鳥取市西町 3 丁目 417

開設年月日 鳥取フレンド…1984 年 4 月 1 日／鳥取スマイル（倉吉スマイル）…2005 年 4 月 1 日

入 所 定 員 鳥取フレンド…定員 9 名 ／ 鳥取スマイル…定員 6 名

施 設 （ 事 業 所 ） の 特 色

開設当初は、法制度がまだ整備をされておらず、国の施策に先行する形で設置されました。

既存のものではなく、子どものニーズに合わせた支援を行った結果が施策につながるという当

法人の理念が具現化した 1 つのモデル施設です。

2014 年に倉吉スマイル（現：鳥取スマイル）が鳥取市に移籍。鳥取フレンドとのブロック

体制を構築し、連携をしながら支援を実施しています。

児童相談所からの入居だけではなく、家庭裁判所、保護観察所等からの入居も可能で虐待や

貧困、非行などの問題で行き場のない青少年の受け皿になっています。また近年、知的障害・

発達障害、心理的ケアを必要とする青少年の入居が増えており、医療・福祉機関と連携した支

援を行っています。

事 業 内 容

・業務教育終了後に様々な事情で家庭にいられなくなった青少年（15 歳～20 歳まで）に生活

の場を提供し、社会的自立を支援する施設です。

・就労をしながら、アパート自立を目指すことを目的としています。

・児童相談所、家庭裁判所、福祉事務所等の関係機関と広く連携をしています。

・厚生労働省は子ども・子育てビジョンにおいては、2019 年までに全国に 190 か所の自立援

助ホームを増やす目標を設定しています。

職種 職員数 業 務 内 容

児童指導員 入居者・退居者のケア

保育士 入居者・退居者のケア

補助員 生活支援（食事作り等）、入居者・退居者のケアの補助

御参加の皆様へのメッセージ

自立援助ホームは“社会内支援”を目指しており、住居も地域社会の民間住宅を活用してい

ます。職場や地域など実際の社会の中で生活をする中で人間関係や社会人としての心構え等を

身に付ける支援を行っています。

入居する青少年は何らかの理由で家庭や学校に居場所がなく、多くの傷つき体験を持ってい

ます。自立援助ホームはそんな青少年が社会に羽ばたくために傷ついた羽を癒す『止まり木』

でありたいと考えています。そのために支援の中では“対話”を基本として、社会との葛藤場

面においては入居者の話を聴きながら、課題解決に向けて寄り添うことに力を入れています。

高年齢児を扱う施設で困難な部分も多くありますが、その分、入居者の成長していく姿に喜

びを感じられる施設です。小規模な事業所ですので、職員それぞれの主体性を尊重しながら支

援に取り組むことができる職場です。
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２０１５年度法人活動事業説明会資料

平成 27 年 6 月 27 日

事業所名 鳥取こども学園 とっとり・よなご若者サポートステーション

根拠法令等 厚生労働省の認定と鳥取県からの委託を受け鳥取こども学園が運営

所在地
【とっとりサポステ】鳥取市扇町7 鳥取フコク生命駅前ビル1階

【よなごサポステ】米子市末広町311 イオン米子駅前店4階

開設年月日
【とっとりサポステ】2008（平成20年）年4月1日

【よなごサポステ】2013（平成25年）年4月1日

対象 15歳～39歳までの無業状態・学校に通っていない若者とそのご家族

施設（事業所）の特色

とっとりサポステは、鳥取駅から徒歩 3分・よなごサポステは、米子駅から徒歩 5 分の場所にあり公

共交通機関を利用しての来所にも便利です。また、同施設内に他の就労支援機関（若者仕事ぷらざなど）

があるため、利用される方にとって就労までの切れ目のない利用ができると考えられます。法人の基本

理念であるキリスト教精神に則った寄り添う支援を最重要視し、支援対象者のペースや自らの気づきの

尊重を基本的スタンスとした職業的自立へ向けた支援を行っています。

事業内容

｢働きたい｣｢社会に出たい｣でも…何からしたらよいかわからない、どんな仕事に向いてるんだろう、人

と接するのが苦手など、悩んでいる若者(15 歳～39 歳の就労も通学もしていない方)の就労に向けてサ

ポートをしています。また、ご家族の相談もお受けしています。

おもに“キャリアカウンセリング”と“心の相談”です。“キャリアカウンセリング”では、これま

での経験や興味、得手不得手など自分自身の振り返りを通じ将来の道筋を見つけていくサポート、“心

の相談”では、就労や社会参加に向けての悩みを聴き、心の整理のサポートをします。必要に応じてグ

ループワークや“プレジョブ”（実際に職場見学、職業講話、職場体験を通し職場理解、働くイメージ

の具体化）など、就労後のフォローアップも行っています。（※職業斡旋は行っていません）

職種 職員数 業務内容

セラピスト 4名 鳥取2名、米子2名

就労支援（心の相談・キャリアカウンセリング）など

キャリアコンサル

タント

2名 鳥取1名、米子1名

就労支援（心の相談・キャリアカウンセリング）など

支援員 6名 鳥取4名、米子2名

就労支援（心の相談、キャリアカウンセリング）など

御参加の皆様へのメッセージ

地域若者サポートステーション（略して｢サポステ｣といいます）は、全国に160カ所あります。就

労への道のりは人それぞれ違います。就労したい気持ちはあるものの様々な悩みや課題を抱えている

若者が何かのきっかけでサポステを知り今の状態を“変えたい”と感じているからこそ、勇気をふり

絞ってサポステへ来所してくださると思います。

その方々の人生の通過点として、スタッフ一同が利用者の方の就労に向けて、一人ひとりに寄り添

ったサポートを行っています。時にスタッフ間で多角的で柔軟な考えを共有することもあります。皆

さんは今日、当法人の事業説明を聞きに来たという新しい一歩を踏み出しているのではないでしょう

か。自分が望む生き方について丁寧に向き合い、仕事についても知ってみてください。いろいろな経

験を重ねるなかであなたらしい生き方を見つけていってほしいと思います。
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社会福祉法人鳥取こども学園の職員研修体制

１ 基礎研修 法人の新規採用職員

２ 中堅職員研修 法人職員で概ね５年以上勤務経験者

３ ケースワーカー研修 法人の子ども家庭支援センター希望館職員・家庭

支援専門相談員・里親支援専門相談員等の対外的

交渉等を担当する職員

４ 鳥取養育研究所 ※鳥取養育研究所 研究発表大会

※子どもと施設の権利擁護全国ワークショップ

※鳥取養育研究所 定例研究会

※その他 鳥取養育研究所が実施する講演会等

５ その他 鳥取県内の各種研修会に職員を派遣

全国児童養護施設協議会・全国乳児福祉協会・全

国情緒障害児短期治療施設協議会等の主催する研

修会等に職員を派遣

資生堂児童福祉海外研修・日本キリスト教児童福

祉連盟等の海外研修に職員を派遣
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平
成

2
7
年

度
職

員
基

礎
研
修

計
画

表

時
間

割

①
1

0
:0

0
~

1
1

:3
0

昼
休

憩
1
1

:3
0

~
1

2
:4

5
②

1
2

:4
5

~
1

4
:1

5
③

1
4

:3
0

~
1

6
:0

0

③
は

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

。

テ
ー

マ
に

沿
っ

た
議

題
を

も
と

に
、

各
受

講
者

の
感
想

や
気

付
き

、
こ

れ
ま

で
の
業

務
へ

の
振

り
返

り
な

ど
を
話

し
合

い
ま

す
。

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

（
竹

本
副

園
長

・
竹

森
統

括
看
護

師
・

水
野

主
任

児
童

指
導
員

）
を

配
置

し
ま

す
。

開
催

日
テ

ー
マ

目
的

講
座

講
師

備
考

平
成

２
７

年

５
月

１
２

日
(火

）

テ
ー

マ
１

子
ど

も
の

安
全

・

安
心

を
守

る
た

め

に

入
所

児
童

の
安

全
・

安
心

の
保

障
は

、
職

員
一

人

一
人

に
責

任
が

伴
う

重
要

な
テ

ー
マ
で

す
。

防
災

と
保

健
衛

生
に

つ
い

て
、
そ
の

取
り

組
み

や

具
体

的
方

法
、
職

員
と

し
て
の

心
構
え

な
ど

に
つ

い

て
学

び
ま

す

ま
た
、
子
ど

も
へ

の
権

利
侵
害

を
防
ぐ

た
め

の
必

須
事

項
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

①
-1

施
設
に

お
け

る
防

災
に

つ
い

て

竹
下

敏
法

人
防

災
委

員
長

（
鳥

取
こ

ど
も

学
園

）

1
0

:0
0
～

1
0

:4
0

4
0
分

①
-2

保
健
衛

生
と

感
染

症
対

策
に

つ
い

て

竹
森

香
理

統
括
看

護
師

（
鳥

取
こ

ど
も

学
園

乳
児

部
）

1
0

:5
0
～

1
1

:3
0

4
0
分

②
権

利
擁

護
と

施
設

内
虐

待

防
止

の
基

本

水
野

壮
一

主
任

児
童

指
導

員

（
鳥

取
こ

ど
も

学
園

希
望

館
）

③
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ

ョ
ン

平
成

２
７

年

５
月

２
９

日
（
金

）

1
3

:0
0

~
1
5

:3
0

特
別

講
演

テ
ー

マ

愛
着

に
つ

い
て

学

び
考

え
る

人
は
、
乳

幼
児

期
に

特
定
の

人
に
愛

さ
れ

る
こ

と

に
よ

っ
て

愛
着

が
芽

生
え
、
心

の
安
定

基
盤

を
築

い

て
い

き
ま

す
。
愛

着
形

成
が
う

ま
く
出

来
て

い
な

い

と
、
愛
着

障
が

い
を

引
き

起
こ

し
、
健

全
な

成
長

が

難
し

く
な

り
ま

す
。
愛

着
形
成

の
重
要

性
を

理
解

し

た
う

え
で
、
施
設

と
い

う
集
団

生
活
の

な
か

で
ど

の

よ
う

な
視

点
で

愛
着

形
成

の
営

み
を
行

え
ば
、
す
べ

て
の

子
ど

も
た

ち
を

守
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

学

び
ま

す
。

愛
着

形
成

の
重

要
性

と
集

団

養
育

の
な

か
で

の
愛

着
形

成

の
営

み

澤
田

敬
（

高
知

県
小

児
科
医

師
）

・
N

P
O

法
人

カ
ン

ガ
ル

ー
の
会

理
事

長

代
表
著

書

「
甘
え

子
育

て
の

す
す

め
」

夕
刻

よ
り

法
人

主
催

懇
親

会

予
定
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開
催

日
テ

ー
マ

目
的

講
座

講
師

備
考

平
成

２
７

年

６
月

９
日

(火
)

テ
ー

マ
２

O
J

T
と

チ
ー

ム
ワ

ー

ク
支

援

一
人

前
の

職
員

と
し

て
成

長
し

、
職

務
を

全
う

で
き

る
よ

う
に

な
る

た
め

に
は

、
実

務
を

通
し

て

な
さ

れ
る

O
J
T
が

重
要

と
な
り

ま
す
。

且
つ
、
そ
の

力
は

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

支
援
の

中
で

発
揮

さ
れ

な
く

て
は

な
り

ま
せ

ん
。

こ
こ

で
は
、
チ
ー

ム
の

中
で

職
員

が
育
つ

こ
と

を
学

び
ま

す
。

①
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
支

援
の

重

要
性

と
ポ

イ
ン

ト

山
本

隆
史

主
任

児
童

指
導

員

（
鳥

取
こ

ど
も

学
園

）

②
O

J
T

の
概

念
と

活
用

の

ポ
イ

ン
ト

水
野

壮
一

主
任

児
童

指
導

員

（
鳥

取
こ

ど
も

学
園

希
望

館
）

③
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ

ョ
ン

平
成

２
７

年

７
月

１
４

日
(火

）

テ
ー

マ
３

乳
幼

児
へ

の
養

育
と

支
援

に
つ

い
て

乳
幼

児
養

育
は

、
そ

の
子

ど
も

の
核

を
形

成

し
、
そ

の
後

の
思
春

期
・
青

年
期

に
多
大

な
影

響

を
持

ち
ま

す
。
社
会

的
養

護
は
「
幸

せ
な

乳
幼
児

期
」
を

保
障

す
る
責

務
が

あ
り

、
そ

こ
に

は
高
邁

な
理

想
と

専
門

的
支

援
が

必
要

で
す
。

①
乳

幼
児

養
育

の
大

切
さ

田
中

佳
代

子
院
長

（
鳥

取
こ

ど
も

学
園

乳
児

部
）

②
施

設
に

お
け

る
乳

幼
児

へ

の
専

門
的

支
援

竹
中

成
代

主
任
保

育
士

（
鳥

取
こ

ど
も

学
園

乳
児

部
）

③
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ

ョ
ン

平
成

２
７

年

９
月

８
日

(火
)

テ
ー

マ
４

心
理

治
療

に
つ

い
て

施
設

に
お

け
る

心
理

治
療

と
、
そ

の
役
割

に
つ

い
て

わ
か

り
や

す
く

説
明

し
た

う
え
で
、
心
理

士

と
の

連
携

と
情

報
共

有
の

あ
り

方
や
、
支

援
へ

の

生
か

し
方

学
び

ま
す

。

①
子

ど
も

の
心

理
臨

床
山

下
学
副

館
長

（
鳥

取
こ

ど
も

学
園

希
望

館
）

②
-1

施
設
に

お
け

る
心

理
士

の
役

割

田
村

千
亜

紀
心

理
士

（
鳥

取
こ

ど
も

学
園

）

1
2

:4
5

~
1
3

:2
5

4
0
分

②
-2

心
理

士
と

生
活

支
援

の
連

携
に

つ
い

て

水
野

壮
一

主
任

児
童

指
導

員

（
鳥

取
こ

ど
も

学
園

希
望

館
）

1
3

:3
5

~
1
4

:1
5

4
0
分

③
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ

ョ
ン
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開
催

日
テ

ー
マ

目
的

講
座

講
師

備
考

平
成

２
７

年

1
0
月

1
3
日

(火
)

テ
ー

マ
５

子
ど

も
と

の
関

わ
り

を
学

ぶ

学
童

期
～

思
春

期

子
ど

も
と

共
に

生
活

を
し

た
り

、
支

援
し

て
い

く
際

に
、
成

長
・
発
達

段
階

に
お

け
る
支

援
の

要

点
を

知
っ

て
お

く
こ

と
が

大
切

で
す
。

こ
こ

で
は
、
学

童
期

と
思

春
期

に
分
け

て
、
経

験
豊

富
な

支
援

者
か

ら
そ

れ
を

学
び
ま

す
。

①
子

ど
も

と
の

関
わ

り

【
学

童
期

編
】

前
田

佳
寿

美
主

任
保

育
士

（
こ

ど
も

の
家

か
つ

ら
ぎ

ホ
ー

ム
長

）

小
冊

子

「
こ

の
子

を
受

け
止

め
て

、
育

む
た

め
に

」

を
持

参
す

る
こ

と
。

②
子

ど
も

と
の

関
わ

り

【
思

春
期

編
】

藤
野

謙
一

副
館

長

（
鳥

取
こ

ど
も

学
園

希
望

館
）

③
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ

ョ
ン

平
成

２
７

年

1
1
月

1
0
日

(火
）

テ
ー

マ
６

自
立

に
つ

い
て

考
え

る

私
た

ち
の

仕
事

は
、
最
終

的
に
「

適
切
な

自
立

」

へ
と

集
約

さ
れ

ま
す

が
、
そ

の
た

め
に
は

自
立

に

対
す

る
正

し
い

理
解

が
不

可
欠

で
す
。

法
人
の

中
で

最
も

自
立

に
近

く
、
濃
く

深
い

自

立
支

援
を

行
う

自
立

援
助

ホ
ー

ム
と

若
者

サ
ポ

ー
ト

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら
、
そ
の

理
念
と

支
援

を

学
び

ま
す

。

①
個

別
的

自
立

の
概

念
と

支

援
の

実
際

星
見

元
史

所
長

（
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

②
自

立
援

助
ホ

ー
ム

に
お

け

る
支

援
と

施
設

養
育

へ
の

提

言

田
村

崇
寮
長

（
自

立
援

助
ホ

ー
ム

鳥
取
ス

マ
イ

ル
）

③
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ

ョ
ン

平
成

２
７

年

１
２

月
８

日
(火

)

テ
ー

マ
７

地
域

小
規

模
児

童
養

護
施

設
に

つ
い

て
学

ぶ

社
会

的
養

護
の

課
題

と
将

来
像

に
お

い
て

、

「
よ

り
家

庭
的

な
養

育
環

境
」
は

重
要
な

ポ
イ

ン

ト
で

あ
り
、
施
設

養
護

に
お

い
て

最
も
そ

れ
を

体

現
す

る
形

態
の

ひ
と

つ
と

し
て
「
地

域
小

規
模

児

童
養

護
施

設
」

が
あ

り
ま

す
。

そ
の
意

義
と

支
援

の
実

際
を

学
び
、
受

講
者

の

業
務

へ
の

活
用

と
連

動
を

目
的

と
し
ま

す
。

①
地

域
小

規
模

児
童

養
護

施

設
の

意
義

と
設

置
の

重
要

性

吉
田

裕
治

副
園
長

（
鳥

取
こ

ど
も

学
園

）

②
支

援
の

実
際

と
子

ど
も

達

の
様

子

坂
口

泰
司

保
育
士

（
子

ど
も

の
家

あ
か

り

ホ
ー

ム
長

）

③
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ

ョ
ン
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開
催

日
テ

ー
マ

目
的

講
座

講
師

平
成

２
８

年

１
月

１
２

日
(火

)

テ
ー

マ
８

障
が

い
を

抱
え

た

児
・
者
へ

の
支

援
と

社

会
資

源

障
が

い
を

抱
え

て
、
社

会
的

養
護

を
必
要

と
す

る
子

ど
も

や
保

護
者

が
い

ま
す

。

適
切
か

つ
役

立
つ

支
援

に
お

い
て
、
そ

の
理

解

と
援

助
者

と
し

て
の

姿
勢

を
学

び
ま
す

。

ま
た
、
障

が
い
児
・
者
支

援
に

お
け
る

社
会

資

源
や

制
度

に
つ

い
て

の
知

識
を

得
ま
す

。

①
障

が
い

支
援

に
お

い
て

大

切
な

こ
と

岡
田

佳
那

子
保
健

師

(こ
こ

ろ
の

発
達

ク
リ

ニ
ッ

ク
)

②
障

が
い

支
援

の
た

め
の

社
会

資
源

と
制

度

内
藤

直
人

寮
長

（
自

立
援

助
ホ

ー
ム

鳥
取

フ
レ

ン
ド

）

協
力

講
師

は
ま

む
ら

作
業

所

山
岡

宏
樹

管
理

者

③
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ

ョ
ン

平
成

２
８

年

２
月

１
６

日
(
火

)

テ
ー

マ
９

子
ど

も
の

発
達

に
つ

い
て

施
設

で
の

養
育

や
支

援
に

お
い

て
、
「

発
達

」

的
な

視
点

は
知

識
と

し
て

必
須

で
す
。

こ
の

研
修

で
は
、
乳
幼

児
期

～
青

年
期
ま

で
の

基
礎

的
な

発
達

段
階

の
特

徴
を

学
び
、

実
際

に
ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

見
立

て
、
支
援

に
ど

う

役
立

て
る

の
か

を
学

び
ま

す
。

①
乳

幼
児

期
～

学
童

期
の

発
達

内
藤

綾
子

心
理
相

談
員

（
鳥

取
市

こ
ど

も
発

達
・

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

）

②
学
童

期
～

青
年

期
の

発
達

河
津

史
子

主
任
セ

ラ
ピ

ス
ト

（
鳥

取
こ

ど
も

学
園

希
望

館
）

③
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ

ョ
ン
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